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76 早稲田商学第 434 号
り分け「経営学」の領域では，責任のこの側面に関する議論は，責任論の導入
部分としては述べられていても，その側面に関する議論の深まりはみられない














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































116 早稲田商学第 434 号
⑾　沼上幹『行為の経営学』白桃書房，2000年３月刊。
⑿　ハーバート・A. サイモン／二村敏子・桑田耕太郎他訳 新版『経営行動』ダイヤモンド社，
2009年　この日本語版では1945年に予備版があったことまでが述べられている。
⒀　三戸公『随伴的結果─管理の革命』文眞堂，1994年，「まえがき」より。
⒁　C.I. バーナード『経営者の役割』日本語版，山本安次郎・田杉競・飯野春樹訳，『新訳 経営者
の役割』ダイヤモンド社，1968年。
⒂　P.F. ドラッカーについては，以下のものも参照されたい。厚東偉介「ドラッカーと21世紀の企
業経営」2012年『経営行動年報』経営行動研究学会，pp.3-8収載論文。
⒃　菊池敏夫・平田光弘・厚東偉介編著『企業の責任・統治・再生』文真堂，2008年刊，p.4。
⒄　松本三和夫『構造災』岩波新書，2012年
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